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Abstract: 平成 22 年度科学技術振興調整費「気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社

会システム改革プログラム」の一環として開始され、5 年間にわたって多くの社会実験を 
 行った「明るい低炭素社会の実現に向けた都市変革プログラム」の成果から、社会実験 
 を行うにあたっての知見をまとめたデータベースの活用について述べる。 

 

緒言 

平成 22 年度科学技術振興調整費「気候変動に対応

した新たな社会の創出に向けた社会システム改革プ

ログラム」[１]の一環として、「明るい低炭素社会の

実現に向けた都市変革プログラム」[２]では千葉県

柏地区において 5 年間にわたって多くの社会実験を

行った。このプログラムでは多数の研究グループ・

研究者により多種多様な社会実験が行われており、

その全体像を把握することは容易ではない。一方で、

今後は柏地区で行われた社会実験から得られた知見

やノウハウを他地域に展開していくことが期待され

ている[２]。本研究では、このプログラムの成果から、

社会実験を行うにあたっての知見をまとめたデータ

ベースの活用について述べる。また、構築したデー

タベース上で社会実験事例に対する分析や検索が行

えることを確認する。 
 

対象とする社会実験 
本研究では「明るい低炭素社会の実現に向けた都

市変革プログラム」において構成されている 5 つの

研究グループ（エネルギーG、モビリティ G、植物医

科学 G、都市計画 G、農業・緑地計画 G）が実施し

ている社会実験に関する事例を対象とした。各グル

ープの具体的な取り組み内容を図 1 に示す。これら

のグループの実験推進者にインタビューを行い、計

47 件の社会実験の事例における課題や知見を収集

し、後述する所定のフォーマットにまとめたものを

データとして利用した。 

 

図 1 : 対象とする社会実験の一覧[２] 
 

開発したシステム 
開発したシステムの概要を図 2 に示す。社会実験

事例を検索・閲覧・登録可能なウェブアプリケーシ

ョンである。ウェブブラウザでデータベースを保持

するサーバにアクセスし、サーバ上の Jena エンジン

を介してデータベースの読み書きを行う。ウェブブ

ラウザ上ではデータベースの読み書きを行えるイン

ターフェイスとして、検索インターフェイス、閲覧

インターフェイス、新規登録/編集インターフェイス

の 3 つのインターフェイスが用意されている。RDF
スキーマに基づいてデータベース上のデータを登録

することで、Jena エンジンを使ってセマンティック

ウェブ技術を用いた高度な検索も実現可能になる。 
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図 2 : 開発したシステムの構成 

 
社会実験事例に関する情報は RDF 形式で記述さ

れる。図 3 に示すように 1 つの社会実験に対して、

その社会実験で発生した事例を紐づけて登録する構

造になっている。社会実験に関しては、その社会実

験の概要や実験担当者などの基本情報が登録されて

いる。一方で、各実験において発生した事例（途中

で生じたクリアすべき課題）に関しては、事例に関

する詳細な説明に加えて、どのフェーズ（準備段階・

実装段階・実施段階・検証段階）で起きた事例なの

か、事例の状況（未解決・対応中・解決）、その事例

がどのような種別（技術・運営・参加者・検証・制

度・その他）に分類されるのという情報も付与して

いる。 

 

図 3: 社会実験事例のデータベース構造 

 
社会実験事例データベースのウェブページを図 4

に示す。プロジェクト内に存在する 5 つの社会実験

グループの一覧が表示される（左上部）。各グループ

を選択すると、各グループが行っている社会実験が

表示される（右上部）。また各社会実験を選択すると、

社会実験の概要とその社会実験で起きた問題や事例

の一覧を表示する（右下部）。さらに各社会実験事例

を選択すると、その詳細情報が表形式で表示される

（右下部）。加えて社会実験事例に関する情報（メタ

データ）に基づいて事例を絞り込むメタデータ検索

機能を用いることで、データベースに登録されてい

る社会実験事例を効率的に検索・抽出が可能になる。

抽出が可能になる。

 

 

図 4 :社会実験事例データベースのウェブページ 



開発したシステムを用いた分析例 

構築した社会実験事例データベースの有用性を示

す一例として、本プログラムで実施されている社会

実験で抽出された事例に関する項目別の集計を行っ

た。それぞれの社会実験事例を項目ごとに分類・集

計する機能を社会実験事例データベースに追加し、

その機能によって簡単な考察を行った。図 5 に社会

実験事例の項目別分類インターフェイスを示す。こ

のインターフェイスにアクセスするたびに、登録さ

れている社会実験事例を自動で分類して可視化する

システムであり、前節に述べた「事例の状況」・「フ

ェーズ」・「課題の種別」について各グループで項目

別に分類して可視化した結果を示している。グルー

プ間で事例の登録数に差があるが、例えば、事例登

録数の多い農業・緑地計画Ｇと植物医科学Ｇでは、

「運営」に関する課題が多いことが分かる。登録さ

れている中身を見てみると、農業・緑地計画 G では

「カシニワ」という新しいコンセプトを実験的に実

施しているため、契約や権利などの問題が発生して

いることが分かった。 また植物医科学 G について

は、市民への講座や認定試験を実施しているため、

試験制度等に関する問題が発生していることが分か

った。 

 

 

 

  

 

結論 

本研究では、「明るい低炭素社会の実現に向けた都

市変革プログラム」の成果から、社会実験を行うに

あたっての知見をまとめたデータベースを構築した。

また構築したデータベース上で社会実験事例に対す

る分析や検索を通じて、その有用性や活用方法につ

いて考察した。 
データの集約や分析、可視化、共有の方法論は技

術的な一般性を持つため、開発したシステムの展開

を考えたとき、自治体が変わることによる方法論の

補正の必要は存在しないと考えるためである。 
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図 5 : 社会実験事例データベースの項目別分類 




